



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平均気温（℃） -1. -1. -11.
最高気温（℃） -.（1日） -.（18日） -0.（18日）
最低気温（℃） -.8（日） -9.（日） -9.（1日）
平均気圧・海面（hpa） 988. 99. 991.
平均蒸気圧（hpa） 1.8 1. .
平均相対湿度（％） 1  
平均風速（m/s） . .1 8.
最大風速・10分間平均（m/s） .（1日） 8.9（18日） 9.（18日）
最大瞬間風速（m/s） 0.（1日） .（18日） .（18日）
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重力残差成分のみ、極めて大きい（1.36 ± 0.25 μGal）ことが明らかに
なった。重力残差は海洋潮汐モデルの不完全さに由来する荷重補正誤
差と思われていて、この 40 年間でのモデル改良の結果、地球上どの
地点のどの分潮でも 0.2-0.3μGal 以内であり、1987 年のあすか基地デー
タ再解析でもそのことが今回確かめられている。従ってボストークデー
タの K1 残差は重要な意味を持つ。なお、日本、ドイツ、チリ、イギリ
ス研究者による国際共同研究である。
近刊紹介
